被害防除措置
太字…記載例
１　造成を伴う場合（駐車場、資材置場、住宅、店舗、事務所、工場等）

⑴転用地からの土砂の流出、崩壊等に対する被害防除措置

①法面保護の概要（擁壁等）

直接農地と接する場所には4mの段差があり、法面が生じるのでコンクリート擁壁により
土留めをする
②造成工事中の措置

　　・掘削面にはシートで覆面をして、法面が崩れるのを防ぐ。
　　・周囲の農地には粉塵が飛散しないよう適宜散水し、また周囲には防塵ネットを設置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑵農業用排水施設の機能に支障を及ぼさないための被害防除措置

①雨水の排水方法

　・浸透桝を設置して地下浸透で処理する。
②用排水の機能に対する措置

・現在、流れている水路の水量を確保するよう仮設水路を設置する。
・付近に用排水路はない
　⑶その他周辺人家、道路水路等への被害防除措置
　　・粉塵が飛散しないよう適宜散水し、また周囲には防塵ネットを設置する。
２　構築物の建設を伴うもの（住宅、店舗、事務所、工場等）

　⑴周辺農地の日照、通風等に支障を及ぼさないための被害防除措置

①緩衝地（建物からの距離）緑地等の概要
　・隣接農地から建物を5m離すので、日照及び通風の影響は軽微である。

②建物の高さ
　・建物の高さを2階に抑えたので、近隣への日照影響は軽微である。
③その他（光の遮断措置、防風ネットの措置）
　・夜間は駐車場の照明をきることにしているので、照明の影響はほとんどない。
⑵農業用排水施設の機能に支障を及ぼさないための被害防除措置

①汚水の排水方法
　・公共下水道に接続する。　／　合併浄化槽にて処理、その後敷地内で浸透処理をする。

②用排水の機能に対する措置
　・既存用排水から、5m離れた場所で構築物工事を行うため影響はない。
　・付近に用排水路はなし
⑶その他周辺人家、道路水路等への被害防除措置
・建設ごみ等飛散の影響がないよう十分注意管理する
３　その他の事由により周辺の営農条件に影響を及ぼすおそれがあると認められる場合
　　・粉塵が飛散しないように散水する。敷地周囲に防塵ネットを設置する。
４　隣接農地耕作者への説明　（該当にチェックしてください）
　　　☑有　□無　□隣接すべて自己所有地である
５　周辺農地からの農薬・肥料・土等の飛来の可能性、刈払機・トラクター等の作業音等が届く
　　可能性について　（該当にチェックしてください）
　　　☑把握・承知済　□影響なし（周辺農地なし）
記載例（周辺農地あり）








